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都立葛西海浜公園西なぎさにおける干潟の生物市民調査の取り組みと手法の変化 
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Suzuki and Sasaki（2010）が考案した「干潟生物市民調査法」は，調査データの収集だけ

でなく，参加した市民が干潟環境や底生生物に興味を持つことが期待され，各地で行われてい

る．東京都江戸川区にある都立葛西海浜公園の西なぎさは， 2014年よりこの手法を用いて一

般市民向けにイベントを継続的に開催している．これまでに得られた結果や，手法の変化につ

いて報告する。 

調査地は，西なぎさの東側と中央の2箇所とした．東側は泥質地帯であり，中央部は砂泥質

地帯である．イベントは，一般公募で集められた市民と 2014 年から 2018 年にかけて，年 2

回実施した．開催月は，2014年は4月と9月，2015年は5月と9月，2016年は4月と9月，

2017年は5月と9月，2018年は4月と10月である． 30～40分の間，目視またはスコップ

を使って底を掘り返して底生生物を集めた。採集した底生生物は採集の後に，参加者とともに

同定を行った． 

これまでに確認されたのは 82 種であった．実施回別では，2014 年 4 月 25 種，2014 年 9

月 21種，2015 年5 月 32種，2015年 9月 30 種，2016年 9月19種，2017年 28種，2018

年4月30種，2018年10月21種であった．分類別では，軟甲類が25種と最も多く，次いで

二枚貝類が 20 種となり、目につきやすい甲殻類や貝類など大型の種が多かった．また底生生

物だけでなく，硬骨魚類も 9 種確認された．環境省レッドリストに記載されている種もおり，

多くの目があることで確認種数の増加が認められた．調査に参加する市民は多くが小学校低学

年の親子連れであり，「干潟生物市民調査法」では採集作業や同定作業に課題があったため，

作業を単純化することでより関心を持って調査に参加してもらうことができた．また，観察会

を通して，参加者が干潟の生きものに関心持ち，サポートスタッフとして参加するようになっ

た． 

葛西海浜公園西なぎさでの取り組みは，市民調査の入門編として位置づけることにより，経

験値を上げる機会とし，干潟の調査員の育成に目指していきたい． 

本大会では，これらの調査結果のほか，葛西海浜公園西なぎさにおける干潟生物市民調査の

進め方や，普及啓発の効果について報告する． 
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